「数学Ⅱ　不等式の表す領域（直線）」生徒の様子

日時：平成15年9月3日（水）対象：高校2年C組文系(女子29名)
· 授業アンケートをとりませんでしたので，生徒の反応や様子を記します。

先ず，今回の授業は平成13年度に行った同単元の授業対象者に比べて，数学がかなり苦手です。この単元の学習においては事前の生徒の状態として，座標平面に点を取ることができない，直線の式にｘの値を代入してｙの値を計算することができない（代入という処理が分からない），直線のグラフを描くことができないという状況がありました。

　そこで，始めに平面に点を取る復習を，Grapesの操作方法を練習することに絡めて行いました。Grapesの操作方法は，難なく覚えることができ，パラメーターを変えて点が移動していくようすに沸いていました。この点で，先ず授業に積極的に参加をすることができたと思います。

次に，PCを利用して直線を描く段階の補助を行い，個々の理解度に応じて問題演習を進めることができるようにと考えました。不等号の向きで，直線の上側・下側を表すことになることは，説明を聞いても今ひとつ理解できていない様子でした。具体的に問題をやらせながら，不等式が表している領域を捉えさせていきました。分かるようになった生徒は，Grapesの助けを借りて最後まで問題を進めることができました。１問目からつまづいている生徒には，個別に回って説明を行いました。また，私が回りきれない生徒は，分かる生徒に聞いて進むこともできていました。全員の生徒が，進度に差はあるものの，問題に取り組むことができたようでした。
プリントを回収しながら生徒に感想を聞くと，「点が打てておもしろかった。」「パソコンで数学の授業をしたのは初めて。楽しかった。」「直線を直ぐ描いてくれるので，確認できて良かった。」「またやって。」という概ね良い反応でした。
